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中 世 都 市 ル ・マ ンの コ ミ ュー ン運 動
も

守 hし 記 生*

LEMOUVEMENTCOMMUNALEDUMANS

UneDesCitesMedievales

par

NOI'IOMORIYAMA

この小 論は,中 世都市ル ・マ ンの コ ミュー ン運動 につ いて,経 過,原 因,特 徴の順に検

討 しようとす るもので ある.

CI)

ま ず,経 過か ら始 めよ う1).初 め に,ル ・マ ンの人 々の反 乱について.メ ーヌ伯 エルベ

・一ル2世HerbertIIは,母 ベ ル トの助言 に もとつ いて,1058年 か ら1060年 の 間 にノル マ

ンデ ィ公 ギ ヨ0ム 庶子公GuillaumeleBatardと 協定 を結 んで いた.こ の中で,エ ル ベ

0ル はギ ヨー ムの家臣で あると認 め られ,ギ ヨ0ム の娘 と結 婚す ることを約束 し,又 ギ ヨ

ー一ムの息 ロベ0ル ・クル トウ0ズRobertCourteheuseに 自分 の 妹マルグ リッ トを 再婚

させ ることが決 め られた.更 に次 のこ とが決 め られた.即 ち,も しエルベールが子供な し

に死ん だ場合 には,伯 領 の継承権 を ノルマ ンデ ィ公 に保証 す る.こ の時 は実際 にはや ばや

とや って来 た.エ ルベ0ル2世 は,1062年3月9日 子供 を持たず に死去 した.メ0ヌ 地方

はノル マ ンディ公 の手 に帰 したが,ル ・マ ンの人 々は これを き らって,マ ヤ ンヌの領主 ジ

ョフロァGeoffroiと メ,_._.ヌ副 伯 イベール に支援 されて反乱を おこ した.ジ ョフロアはこ

の反乱 の中心人物 であるヴ ェクサ ンVexin伯 ゴ ーティエ3世 に味方 した.公 は,憤 慨 し

て,諸 領主 に従 うル ・マ ン人を こ らしめ るため に戦闘 を開始 した.ギ ヨーム庶子公 は平然

として,フ ァレ,一一.ズに ゴ0テ ィエ とその妻を連行 し,投 獄,毒 殺 した.一 方,ジ ョフロア

・ド ・マヤ ンヌの城は焼 き払われた .

ギ ヨー ムはそれか らエルベ0ル2世 と進め られた協定 を実施す る.即 ち,彼 の息 ロベー

ル ・クル トウ0ズ は メ0ヌ 伯 に指名 し,最 高 の巧妙 さで,ア ンジュー伯 ジ ョフロア ・ル ・

バルブ ユGeoffroileBarbuに 臣 従 させた.1065年5月10日 司 教ブーグ ランが死 ぬ と,

ギ ヨ0ム は彼の後継者で コミュー ン運 動に関わ りを もつアル ノー-Arnaudを 選 んだ.ギ

ヨ0ム はカテ ドラル のそばに四角形 の天主閣 を打 ち込 み,旧 囲壁 の先 に大小 のモ ン ・バル

ベMontBarbetの 小 丘 を築 き,そ こに駐 屯部隊 をおいて,防 禦体制を更新 した2).

こ の1062年 又 は1063年 の反乱 では3),ヴ ェ クサ ン伯や ジ ョフロア ・ド・マヤンヌの反ギ

ヨーム闘争 にル ・マ ンの人 々が加担 していたのが実情ではなか ろうか と思 う.

つ ぎに,1069年 の反乱 について述べ よ う.ル ・マ ンの人 々は半 ば甘ん じた にす ぎなか っ

た.ギ ヨーム庶子公 とロベ0ル ・クル トウーズの不在 を利 して,領 主た ちと民衆 は1069年
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に反舌Lをおこした.彼 らはその頭 目にイタリア人でイタリアの辺境伯でありエステEste

の領主アゾンAzzonを おいた.彼 は旧伯エルベール ・エベェーユ ・シィアンの娘 と結婚

していた.ア ゾンは,数 と力に頼 って当地域を服属させたが4),彼 はル ・マン地方の人 々

に恩恵を施すために持 ってきた金のすべてを費や した.そ して彼の財宝が使い果されたと

き,彼 は有力な領主 ジョフロア ・ド・マヤンヌの手中に,彼 の妻ゲルザ ンと息ユーグとを

おいて,彼 の本拠地イタ リアにもどった5).

この1069年 の反乱では,民 衆 もかなりの主体 となったと思われる.

ついに,1070年 ル ・マンの市民は,い まやメーヌに事実1の 権力を行使したジョフロア

・ド・マヤンヌに対 してコミューン運動をおこした6).

『ル ・マン司教伝』によれば以下のような事実が存在す る.

『マヤンヌのジョフロアは,ゲ ルザ ンの後見人 となり 「夫に近い存在」になって,市 民

たちに対抗する機会を求め,新 しい課税によって彼 らを圧迫す ることを企てたので,市 民

たちは彼の邪まな企てを喰い止めてお く方法を見つけ出すために,又 彼或いは他の誰によ

っても彼 らが圧迫されることはもはや許容 しないために集会を持 った.そ れ故に,彼 らが

コミューンと呼んだ徒党を結成 して,彼 らは誓約によって全員を同一の行動に結びつけ,

いやいやながらも当地の貴族たちとジョフロア自身をも誓約させた.こ の誓約団体をも結

成 させた大胆不敵さによって,彼 らは数々の悪行を犯 し,と りわけ正当な判断もなしにと

るにな らない理由で非難 して彼 らはある人々の目をえ ぐり,更 に語るもいとわしいことだ

が,最 もささいな欠点のゆえに彼らを絞首刑にした.彼 らはさしたる理由もなく四旬節 と

御受難の主 日でさえ郊外の城に火をつけた.当 地の有力者の一人であるユ0グ ・ド・シィ

レはいくらかの不正義によって誓約 した人々を怒 らせていたので,即 刻,彼 らは聖なる取

り決あに敵対 したユーグと呼ばれるこの男に対する反徒を集めるために当地域全体に使者

を派遣 した.ひ とたび形成 された軍隊は,司 教や十字架と旗をもつ種々の教会の主任司祭

によって先行 されて,彼 らはシィレの城にむかって猛烈な突撃に身を投 じた.

彼 らが城からほど遠 くないところで捕えられた一方で,計 略によって彼 らに加担 してい

たが,少 し前にふれたところのジョフロアは近 くに彼のキャンプを張った.使 者によって

敵と秘密裡に接触を持 ったのちに,彼 はあらゆる方法で誓約 した人々の攻撃を阻止するよ

うに努めた.朝 になって城を出発 した敵が戦いを挑発 しはじめたとき,我 々は続いておこ

った喧々ごうごうたる叫びに驚いた.彼 らが敵 と交戦 しはじめる__._.方で,決 起 した人々の

うちの陰謀か ら発 した不穏なざわめきがキャンプ内にひろがった.そ のざわめきが言い切

るには,都 市は敵とぐるになった堕落 した人々の行動によって敵に渡 されてしまったとい

うことであった.農 民の大多数は一方では敵によって他方ではこのにせの良からぬざわめ

きによって恐怖におちい り,武 器を放 り出して逃げ出しはじめた.こ の逃亡中にいかに多

くの者が捕えられ,い かに多くの者が傷を負い,彼 らの非行でいかに多 くの者が急流で又

くぼんだ路上で鎮圧 され皆殺 しにされたかを語ることは我々の著述に属さない.兵 士のみ

でなく小さい虚弱な女性でも簡単にまるで野原で鹿のように捕えた行きさつはこまかく話

さないことにしておこう.司 教については彼 も同様に捕え られ見張 り付きで幽閉されたこ

とを挙げておこう.こ のために悲歎 と恐怖のうちにある我々の都市は舵のない船舶のよう

に漂流 している.し かしながら,ユ ーグ ・ド・シィレは寛大な男であった.司 教に害が及

ぶことを良 しとせず,直 ちに彼は丁重に司教を彼の許に移させた7)。』

この反乱8)の2年 後,征 服事業が一段落つ くと,ギ ヨーム征服王は強力な軍隊に共にメ

ーヌに到着した.彼 は都市の城門で自らを名乗った.貴 族の頭目たちは,彼 の威嚇にびっ
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く りして,彼 にえ っ見 し,降 伏 した.民 衆 につ いて はもはや問題 がなか った.こ のよ うに

して コ ミュ0ン は破棄 された.し か し,ギ ヨ0ム は反乱 につ いて罰 を受 けない ことを約束

し,こ の都市の古い習慣 に し て 法antiquasejusdemcivitatesconsuetudinesatque

justitiaを 維 持す ることを約束 した9).

CII)

つ ぎに,経 過か らみた原 因を簡 単に論 じてお こう.先 ず,ル ・マ ンの コ ミュ0ン 運動の

背景(遠 因)に は,ギ ヨ0ム のメ0ヌ 伯領支 配をめ ぐる政争 があ り,こ の闘争がル ・マ ン

地方支配 に もた らした混乱 ・危 機があ る.即 ち,メ ー ヌ伯 エルベ0ル2世 は協定 によって

ノルマ ンディ公 の配下 にな ったが,ギ ヨームと息 ロベール ・クル トウ0ズ は1062年 か1063

年 の乱後,後 者 はメーヌ伯 とな った.つ いで,ア ゾ ンは1069年 の反乱 で,多 額の戦費を使

いル ・マ ン地方 を支配 したが,財 政難 におち入 り,新 税徴 収の必 要が生 じた.最 後 に,/_

や ル ・マ ン地方 の実質上 の支配者 にな った ジ ョフロア ・ド ・マヤ ンヌはア ゾ ンの妻の後見

人 にな り,「 夫 に近 い存在」 になった.こ こでは,ギ ヨーム とその息は伯権保 有者 と して

何 らか の支配権 を留保 しただろ うし,ア ゾ ンも又然 りであ った.そ れに実質 上の支 配者に

な った ジ ョフロア ・ド・マヤ ンヌが お り,ル ・マ ン地方支配 をめ ぐって三者 がてい立す る

ことにな り,支 配の混乱 ・危機 は極 まった.

そ して,直 接的原因 として,ジ ョフロア ・ド・マ ヤ ンヌの支配 の安定 ・強化 をめ ざすた

めの市 民に対 す る圧 迫,特 に恣意的な課税exactioで あ った.こ の課税 を排除す ること

が コ ミュー ン運動の第._...目標 であ った.

更 に,ひ とたび成 立 した コ ミュー ンに対 す るユーグ ・ド・シィ レの コ ミュー ン敵対行為

も原 因の・一つ としてあげ られ るであろ う.『 ル ・マ ン司教伝』 によれ ば,「 い くらかの不

正 義によ って誓約 した人 々を怒 らせていた……」 とあ るので,漠 然 とコ ミュ0ン に反対 し

たのではな く,具 体 的な敵対 行為があ り,コ ミュー ン市民は討伐軍を結成す ることにな っ

たのであ る.

(皿)

最 後 に,特 徴 に移ろ う.ま ず述べね ばな らないのは,ル ・マ ンの コ ミュー ンは ヨ0ロ ッ

パ でcOmmuniO,COnSpiratiO,conjuratiO,即 ち コ ミュ0ン の 記述が史料上で初めて出て

くる例で ある.958年 の カンブ レーCambraiの 反 乱は,主 に庶務役 人 ミニス テ リア0レ

スの反乱で,こ こで結成 された 「徒党」cOnspiratiOは コ ミュー ンとはいいがた い.更 に

ライ ン都市では1073年 の ウ ォルムスWormsが 最 古であ り,北 東 フ ランス都市 では1077

年 の カンブ レーが最古で ある.ラ トゥーシ ュによれ ば,同 様 の運 動は多分他の場所で生 じ

たで あろう し,そ れ らを発見す ることばか りでな く,そ れ らの失 敗の原 因を探 究す ること

も興味深 い10)と して いるが,コ ミュ0ン とい う記述 がル ・マ ンでは じめてな されてい ると

い うことであ る11).我 々はル ・マ ンの コ ミュ0ン は史料上 で初見す る最古 の コ ミュー ン運

動であ るとい ってよかろ う.

つ ぎに,経 過か らみたル ・マ ンの コ ミュー ン運動の主体 につ いて考 えたい .『 ル ・マ ン

司教伝』 によれ ば12),初 期 では特 にあき らかに市民CiveSで あ る.市 民 自体 の誓約SaCr-

amentに よ る コ ミュー一ンcommunio,conspiratio,conjuratioの 結 成.市 民,ル ・マ ン

地方 の貴族proceresに 誓 約を要求.ジ ョフロア ・ド・マヤ ンヌと貴族 の参加.市 民 によ

るシィレ城主ユ0グ 討伐の決定,地 域の農民が参加 して一時的 に連帯 を結ぶ.司 教 アルノ
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一 が いつ コ ミュ0ン に参加 したかは不 明だが
,そ して1069年 反 乱時 にはイギ リスで傍観 し

て いた が,こ の段 階,即 ち聖 な る取 り決めsanctisinstructionibusの 敵対者 に報復 す る

段 階で,軍 の指揮者 とな った ことはあ きらかであ る.他 に主任司祭 も参加 した.

即 ち,初 期 には主導権 は市民 にあ り,討 伐軍結成 後主導権 は司教 にある.従 って,'フ ェ

ル メースによれば,都 市 コ ミュー ンと教区 コ ミュー ンの混合 的性格 を もつ13)と いわれ る.

筆 者 としては,あ きらかに都市 コ ミュー ンで あ るが,「 神 の平和 」運動の余韻 を部分的 に

感 じさせ,教 区 コ ミュー ン的要素を混在 させて い ると考 えたい.

な お,こ の コ ミュー ン運動 に参加 した 中心は シテの市民civesで あ るが,サ ン ・ヴ ァ

ンサ ン修道院やその他の修道院の プール の住民 も合体 していた ことであ る.そ れだ けでな

く,ル ・マ ン市民 自体 の中に も,そ の両親がか って サ ン ・ヴァンサ ン修道 院や他の宗教施

設 の ファ ミリアfamiliaに 属 していて,し たが ってプールの住民 に出 自す る 民衆 がふ く

まれていたのであ る14).

つ ぎ に,原 因か らみたコ ミュ0ン 運 動の 目標について考えてみ よ う.市 民 に対す る圧迫,

特 に恣意的 な課税 を排除す るこ とが第一 目標 で あ っ た.そ の た め に課税の限定,慣 習

coutumeの 履 行を求め る.こ の ことは,市 民たちは コ ミュー ン運動後,ギ ヨ.一一.ムにこの

都市の古 い慣習 に して法antiquasejusdemcivitatesconsuetudinesatquejustitiaを

保 証 された ことか らも 傍証 できると思 う.こ の前提 には 恣意 的な課税 は一一種 の 掠 奪行為

(平 和違反)と みなす考えがあ るといわれ る.シ ィ レの城主 ユーグに対 す る実力行為は農

民 と連帯 して このよ うな平 和違反者 に報復す るためである.

た だ し,司 教アル ノ0の 参加 には このよ うな秩序 の回復 を求 め るほかに彼及び保護者ギ

ヨームの敵対者 を制圧 す る狙い もあ ると思 われ る.

最 後に,反 ギ ヨーム闘争 との関係について述べて おこ う.こ の コ ミュー ン運 動の背景 に

はギ ヨームの メー ヌ伯領支 配をめ ぐる政争 と,こ の政争 がル ・マ ン地方支配 に もた らした

混乱,危 機 があ り,コ ミュー ン運 動参加 の市民 もこの ような政争 がル ・マ ン市 に もた らす

混乱,圧 迫 具体的 には特 に苛税 と闘 った.従 って,圧 制を排す るとい う意味で な

ら反ギ ヨー ム闘争に もな り得た と思われ る.

一 方
,コ ミュ0ン 維持の誓約 に参加 した貴族や 司教 は,こ の運動を支 配者間の反ギ ヨー

ム闘争 とギ ヨー ムに組みす る闘争の一環 と して利す ることをめ ざしたよ うに思 われ る.前

者 の代表は多分 ジ ョフロア ・ド・マ ヤ ンヌであ り,後 者 の代 表は司教アル ノーであ る.
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